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6.  国際会議プロセスの比較及び相互関係の分析 
上記を踏まえ、これらの会議プロセスにおける合意形成と実行面を比較した。これらによって以
下の結論を得た。 
 水に関する国際会議プロセスはその規模や合法性（位置づけ）などによる類型化が可能で
ある。 
 それぞれの国際会議プロセスにはその構造由来の強みと弱みがある 
 それぞれの国際会議プロセスには会議構造・構成（構成員を含む）に関係した異なる影響
力の源泉がある 
 会議プロセスに対応した合意形成の過程とその実現プロセスがある 
 それぞれの会議プロセスで合意形成とその実現過程に改善の余地がある 
更に、世界水フォーラム、国連水と衛生諮問委員会，国連総会等国連会合が具体的な事例に即
してどのように連携しているかを分析した。これによりそれら会議プロセスはそれぞれの機能に
応じた役割分担関係とそれに基づく相互関係があり、これらを強化することにより、地球規模水
行動の合意形成・実施に関してより効果的な協働を行う可能性があることを示した。この分析事
例を基に、水に関する国際議論プロセス連携による水行動合意形成・実施モデル（図 1）を提示
した。またそれとともに、同種の会議プロセスを水平連携させる方策についてモデル提示を行っ
た。このようなモデルによって地方レベルの水問題を地球規模レベルに集約し、具体的行動に再
構築し、政府や利害関係者によって国や地方レベルの行動に還元していくことが可能となる。
 
図１ 水に関する国際議論プロセス連携による水行動合意形成・実施モデル 
